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　３月１日（火）から、
「燃やすごみ」の収集開始時間が
午前７時30分から
同６時30分に戻ります。

　ごみの出し遅れに気を付け
てください。

■問い合わせ先
　環境課　☎（36）1421

　お風呂は、間隔を空けずに入って、
追いだきをなるべくしないようにしま
しょう。年間CO2削減量87kg、年間
節約5,270円になります（県「ふくお
かエコライフ応援book」から）。

お風呂は続けて入りましょう

C０2を減らして地球に優しく！

■問い合わせ先　環境課　☎（36）1421
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九州大学「環境・遺産デザインプロジェクト」成果発表会
〜日の里から世界遺産まで〜

　九州大学芸術工学研究院は、2015年度の「環境・遺産デザイン
プロジェクト」に宗像市を選び、地域資源の価値を将来に継承でき
る、持続的な地域環境の維持・創成手法を研究してきました。
　昨年５月には、受講する全大学院生が現地調査を実施し、①日の
里空き家グループ②日の里暮らしグループ③日の里駅前活性化グ
ループ④世界遺産グループの４グループを編成。それぞれに調査研
究を進めてきました。
　今回は、その研究成果発表会を開催します。
　現在、市では、日の里地区をモデルとして大規模住宅団地の再生
に向けた取り組みや、世界遺産登録の推進を重点施策として進めて
います。このプロジェクト授業は、「環境・歴史的な景観」と「都
市景観」を併せてデザインの提案をする、とても興味深いものです。
ぜひ、参加してください。
●会場　日の里コミセン・多目的ホール
●内容　右図参照
■問い合わせ先　秘書政策課定住化推進担当　☎（36）1284

● 日時　２月14日（日）14:00～17:00
● 場所　日の里コミセン・多目的ホール

　学生たちは自ら考え、動き、
試行錯誤しながら、ここ
まで頑張ってくれまし
た。授業という枠を越え

ていますね。その成果をみなさんにぜひ聞いていただき
たいです。学生ならではのアイデアですので、中には現
実的ではないものもあると思いますが、それも含めて面
白いなと思っていただけたら幸いです。

各チーム
代表の
みなさん

九州大学
准教授

藤田直子さん

内　容

第１部 基調講演
 「創造力と想像力を活かした宗像よみがえりへのエール～
九州大学『環境・遺産デザインプロジェクト』がめざす
持続可能な地域再生へ向けて～」／ 藤原惠洋(けいよう)
さん（九州大学大学院芸術工学研究院教授）

第３部 パネルディスカッション
「みんなで考えよう宗像の未来～日の里から世界遺産ま
で～」／コーディネーター・藤田直子さん（九州大学大学
院芸術工学研究院准教授）／パネリスト・牧敦司さん（株
式会社醇建築まちづくり研究所代表取締役所長）、藤原惠
洋さん、近藤加代子さん（九州大学大学院芸術工学研究
院准教授）、今川泰志さん（日の里地区コミュニティ運営
協議会会長）、西村正則さん（UR都市機構九州支社住宅
経営部団地マネージャー）、河野克也（市都市戦略室長）

第２部
① 空 家 問 題 解 消 ! ？ ５ 丁 目 再 生 を 核 と し た 日 の 里 版
CCRCの提案②幸福度と居住意思の調査から見えてきた
日の里の暮らしの現在と未来③よゆう（夜遊・余裕）が
ある東郷駅前商店街再生デザイン④世界遺産に向けた地
域づくりの可能性～神湊から大島まで～

４グループの発表

　昨年春から12人で活動してきました。思いつきではなく、ヒアリングや
分析を生かしたアイデアを考えることが、とても難しかったです。地元の人
にとって何が大切なのか、誰のための発表なのかを常に自問自答しながらの
活動となりました。活動をしていて、地元の人から手紙をもらったこともあ
ります。アンケート調査やヒアリングなどにも快く協力していただき、感謝
の気持ちでいっぱいです。みなさんのまちに対する熱い思いを感じました。
期待に応えられるよう、頑張りますので、ぜひご来場ください。


